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現代

市
内
の
あ
ち
こ
ち
に
、
明
治
、
大
正
時
代

し
ん
し

に
生
き
て
、
地
域
の
発
展
を
願
い
、
真
摯
に

け
ん
し
ょ
う

ひ

貢
献
さ
れ
た
多
く
の
人
々
の
顕
彰
碑
が
建

て
ら
れ
て
い
る
。
顕
彰
碑
は
、
長
い
間
の
風

雪
を
経
て
、
碑
文
は
風
化
し
、
そ
の
功
績
は

誰
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
町
の
片
隅

た
た
ず

や
道
端
に
佇
む
ま
ま
で
あ
る
。

本
市
で
は
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）

六
月
に
小
松
市
文
化
賞
条
例
を
公
布
。
経
済

や
美
術
工
芸
等
、
広
く
文
化
の
発
展
に
寄
与

し
、
功
績
の
顕
著
な
も
の
に
文
化
賞
を
贈
り
、

そ
の
業
績
を
将
来
に
渡
っ
て
顕
彰
す
る
こ
と

と
し
た
。

初
年
度
の
昭
和
三
十
九

年
、
歴
史
的
事
蹟
の
調
査よし

発
掘
に
貢
献
さ
れ
た
川
良

お雄
氏
が
受
賞
さ
れ
、
そ
の

後
平
成
二
十
二
年
（
二
〇

一
〇
）
度
の
今
日
ま
で
に

八
一
人
の
方
々
と
五
団
体

が
受
賞
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
五
年
（
一
九

七
〇
）
に
は
、
功
績
が
卓

越
し
て
お
り
、
郷
土
の
誇

り
と
し
て
深
く
市
民
か
ら

尊
敬
さ
れ
て
い
る
人
に
対

し
て
、
名
誉
市
民
の
称
号

を
贈
り
そ
の
偉
業
を
永
遠

に
讃
え
る
名
誉
市
民
条
例
が
制
定
さ
れ
、
そ

の
年
、
和
田
傳
四
郎
氏
に
名
誉
市
民
の
称
号

が
贈
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
二
年
四
月
か
ら
昭

和
三
十
八
年
五
月
ま
で
の
四
期
一
六
年
間
公

ほ
こ

小
松
の
誇
り「
人
と
文
化
財
」

20

小松市名誉市民 （ ）は贈呈年

和田傳四郎氏（昭和45年）

勝木保次氏（昭和63年）

二代浅蔵五十吉氏（平成5年）

千宗室氏（平成9年）

三代�田八十吉氏（平成10年）

本陣甚一氏（平成11年）

あか ぜ

村中弥平顕彰碑（赤瀬ダム上流
なが

の公園内） 私財をなげうって長
みね

嶺木場道に切石を敷きつめて舗
装。村民に感謝された。
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現

代

231

選
初
代
小
松
市
長
と
し
て
本
市
の
基
盤
を
築

き
上
げ
た
功
績
を
称
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
後
、
今
日
ま
で
に
、
聴
覚
生
理
学
の
世
界

的
権
威
者
で
あ
る
勝
木
保
次
氏
、
美
術
工
芸

の
二
代
浅
蔵
五
十
吉
氏
、
三
代
�
田
八
十
吉

氏
、
茶
道
家
の
千
宗
室
（
現
在
は
鵬
雲
斎
千

玄
室
）
氏
、
本
市
に
八
九
三
点
近
い
美
術
品

を
寄
贈
さ
れ
た
経
済
人
、
本
陣
甚
一
氏
の
六

氏
に
名
誉
市
民
の
称
号
が
贈
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
金
工
の
初
代
魚
住
為
楽
氏
、
陶

芸
の
三
代
�
田
八
十
吉
氏
、
吉
田
美
統
氏
が

重
要
無
形
文
化
財
保

持
者
（
人
間
国
宝
）
の

栄
誉
を
賜
っ
て
い
る
。

一
方
、
文
化
財
に

関
し
て
、
昭
和
三
十
六
年
八
月
「
小
松
市
文

化
財
保
護
条
例
」が
制
定
さ
れ
、
現
在
ま
で

に
六
七
件
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
先
人
の
技

が
遺
し
た
美
術
工
芸
品
や
建
築
、
町
人
文
化

が
誇
る
曳
山
や
子
供
歌
舞
伎
、
人
々
の
営
み

し
の

や
労
苦
が
偲
ば
れ
る
民
俗
資
料
、

そ
の
他
、
他
所
に
例
を
見
な
い
自

然
の
風
物
等
、
技
の
結
晶
と
し
て

の
「
も
の
」
や
天
然
記
念
物
は
か

け
が
え
の
な
い
貴
重
な
財
産
で
あ

る
。
文
化
的
財
産
は
市
民
の
宝
で

も
あ
り
、
後
世
に
守
り
伝
え
る
こ

と
は
、
ふ
る
里
へ
の
愛
情
と
誇
り

を
育
む
こ
と
で
も
あ
る
。

路
傍
の
顕
彰
碑
も
含
め
、
わ
た

し
た
ち
が
現
在
共
有
す
る
「
小
松
の
誇
り
」

を
も
う
一
度
確
か
め
な
が
ら
、
先
人
の
心
と

智
恵
に
学
び
、
本
市
の
伝
統
を
生
か
し
た
文

化
的
平
和
的
な
風
土
を
更
に
発
展
継
承
し
た

い
も
の
で
あ
る
。

（
竹
下
一
郎
）
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小松の文化財

合 計

21

12

13

3

2

10

5

2

1

1

1

6

2

11

2

92

15

市指定
文化財

13

10

9

1

1

10

3

1

1

4

1

11

2

67

県指定
文化財

1

1

2

1

1

1

2

9

国指定
重要文化財

7

1

2

2

1

1

1

1

16

建 造 物

絵 画 ・ 彫 刻

工 芸 品

書 跡

典 籍

古 文 書

考 古 資 料

無形民俗文化財

無 形 文 化 財

有形民俗文化財

民 俗 資 料

史 跡

名 勝

天 然 記 念 物

歴 史 資 料

合 計

登録有形文化財

国指定重要文化財 往生要集（聖徳寺所蔵）（書跡）

小松市指定文化財 滝ヶ原石橋群・がやま橋（建造物）

小松市指定文化財 布橋の水芭蕉（天然記念物）

小松市指定文化財 初代�田八十吉 九谷松鶴
文九角大皿（小松市立博物館所蔵）（工芸品）

／北國新聞社／２１０７５３　図説小松／本文／現代  2010.11.13 00.54.31  Page 231 


